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小さなポンプで大きく省エネ
年間 46%の消費電力量削減

小さなポンプでも大きな省エネ
　某ゴム製品メーカーにて、仕様見直しによ

る２台のポンプ交換で年間約35万円のコスト

削減となった。提案ポンプは3.7kWのもので、

コスト削減による投資回収は１年を下回る。

省エネのポイント
　熱回収ポンプ(提案書参照)については全

揚程を８ｍ削減した。これはポンプ設置状況

が押し込みであり、既設ポンプの全揚程で

はオーバースペックであると判断したためで

ある。さらにポンプとモータ効率の改善によ

り、46.1%消費電力量を削減し、ポンプ１台

の購入費用を9ヶ月以内に回収できる計算と

なった。

　給水タンク送水ポンプ(3.7kW)については、

ポンプ効率の大幅改善(13.4ポイント)に加え、

モータ効率の改善(5.5ポイント)が省エネに大

きく寄与した。省エネ効果としては、38.5%消

費電力量を削減し、ポンプ１台の購入費用を

10ヶ月以内に回収できる計算となった。

費用対効果の高い小型ポンプ
　省エネというと大型機器の効率改善を想

像しがちである。しかしながら、省エネに取り

組むに当たって重要な要素の一つに費用対効

果がある。一般的に、製造業における１㌧の

CO2削減に必要な投資金額は10万円位と言わ

れている。今回の例では、１万円以下の投資

金額であるが、ポンプでは通常4～5万円とな

る。これは大きなポンプは消費電力量が多い

為、高効率化が進んでいるからである。その

点、小型ポンプには効率改善の余地が大いに

残されている場合が多い。従って、小型ポンプ

はCO2削減に対して非常に費用対効果の高い

投資で有ると言える。
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工場に数多くある小さなポンプに省エネの種がある。一般的に省エネと言えば大型ポンプやボイラなどの更新が検討されがちである。

しかしながら、見落とされがちな小さなポンプにこそ大きな省エネの余地が残っている。

世界をリードするエコポンプ

酉島製作所

小さな事からこつこつと
　一般に販売されているポンプの大半は

11kW以下の小さなポンプである。こういった

普段見落としがちな小さなポンプにこそ省エ

ネの種が眠っている。大きなポンプは勿論の

こと、小さなポンプでも一つ一つ仕様に合わ

せたポンプを用いるなど、こつこつと省エネ

を推進していくことが大切である。
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▲熱回収ポンプの省エネ提案書熱回収ポンプの省エネ提案書 ▲熱回収ポンプ配管図-流量はそのままに、押込分の全揚程+αを削減した熱回収ポンプ配管図-流量はそのままに、押込分の全揚程+αを削減した

最適仕様の検討

トリシマが提供するエコソリューション

高効率機器
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